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リポジトリ登録作業の半自動化	
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第1回九州大学附属図書館研究開発室成果発表会	



目的	

リポジトリへの登録の促進	

– 登録者への負担の少ないセルフアーカイビング
の実現	

– リポジトリ担当者のワークフローの標準化	
– 一連のデポジットの流れの自動化	

これができれば，	

– 全国の機関リポジトリの登録数増加！	
– 担当者として十分な人員を確保することができな
い研究機関への機関リポジトリ導入が可能！	
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目標	

文献自動収集・登録ワークフローシステム	

– 教員問い合わせシステム・リポジトリ登録システム	
• 研究成果のメタデータ登録	

– 著作権処理状態管理システム	
• 出版社等の著作権ポリシー問い合わせ	
• エンバーゴ管理	

– その他	
• アクセス解析等のフィードバック（廣川先生のご発表）	
• 教員DB等との連携（伊東先生のご発表）	
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国情研CSI委託事業として遂行中	

– 教員問い合わせシステム・リポジトリ登録システム	
• 九大（平成22年度）	

– 著作権処理状態管理システム	
• 一橋大，筑波大，三重大（平成22，23年度）	
• 九大（平成23年度）	

– その他	
• 九大（平成24年度）	

– システム全体の検証・評価	
• 全体（平成24年度）	
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データソース	  
例	  Scopus,	  WoS,	  PubMed,	  CiNii,	  	  
J-‐GLOBAL,	  KAKEN,	  医中誌,	  …	  

著作権ポリシーDB	  
例　SHERPA/RoMEO,	  SCPJ	  

教員問い合わせ
システム	

書誌情報	

ポリシー情報問合	

リポジトリ投稿依頼	  
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図書館・リポジトリ	

・メタデータ生成	  
・登録（準備）	  
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本文ファイル送付	  

5	
書誌情報と	  

本文ファイルの照合	  

標準化した著作権
処理状態の入力	

著
作
権
処
理
状
態	  

管
理
后
吐
吝
吷	  

公開許諾書
の作成・提供	

7	

8	

返戻	

6	

3’	

リポジトリ業務担当者	

フィードバック	  
システム	

研究者DB	

データ再利用	
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半自動化のポイント	

2つの作業で外部データベースを利用	  
– 論文登録依頼	  
• 研究者からの登録を待つのではなく，リポジトリ側から
登録依頼	  
•  Scopus等の論文データベースを利用	  

– 掲載ポリシ，エンバーゴ管理	  
•  リポジトリ管理者の作業のうち，もっとも面倒な作業	  
• 従来作業の調査により，登録する論文ごとの状態を定
義．この状態を管理	  
•  SCPJ等の掲載ポリシデータベースを利用	
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研究者の視点でもう少し具体的に	
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これなら登録しようか．．．	



進捗状況	

•  教員問い合わせシステム・リポジトリ登録シス
テム	

開発（納品）済み．お楽しみに！	

•  著作権処理状態管理システム	
予備調査終了．次年度よりシステム開発へ	

•  その他	
アクセスログ解析，教員DBとの連携を遂行中	
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